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　４月から月に一度行っている勉強会で
は、テーマを持って勉強会を開いてきま
した。
　４月は自己紹介をしながら沼袋への思
いを話すことで、自分の考えを確認しま
した。５月は、今までの沼袋、現状の沼
袋を見直しまちを再発見し、６月は将来
どのような生活が送りたいかキーワード
に、未来の沼袋について考えました。７
月の勉強会では、実際に立体交差化事業
を行った場所や先進事例を、沼袋に当て
はめながらみることでより現実的に理解
できたように思います。
　まだ４回しか行っていない勉強会では
ありますが、まちを改めて歩いたり、模
型をみてさわったりすることで少しずつ
ステップを踏んできました。これからは、
もっと具体的なこと、或いはまち全体の
ことを考えていけるのではないかと考え
ています。
　8、9月では模型や写真で将来像を具
体的に検討したり、子供と一緒に沼袋の
まちを考えることを予定しています。そ
して上半期の活動で得られたことを、10
月の丸山塚祭りで発表して住民のみなさ
んに伝えたいと考えています。ぜひ、私
たちの展示に立ち寄って、みなさんの貴
重な意見を聞かせてください。

他地区の事例を見てみよう他他地区の事例

実際に立体交差化事業を行った場所を沼袋に当てはめてみたり、商
店街、駐輪場の先進事例を検討したりすることで、規模やイメージ
をふくらましていきます。
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沼袋駅周辺まちづくり勉強会発足

そして活動は続く・・・

沼袋駅周辺まちづくり研究会 上半期スケジュール

メンバーカードの記入と発表
沼袋の今と将来について改めて考え、他の参加者の意見を聞くこと
で、沼袋の魅力と課題を再発見・再認識し、沼袋への思いを共有し
ます。

自己紹介

まち歩き・ガリバーマップ

将来の沼袋を考えよう

普段生活しているまちを改めて歩くことで、普段気づかなかったま
ちの表情を発見します。 その発見を大きな地図に皆で書き込み多様
な視点からまちを再発見します。

将来（立体交差事業後）の沼袋における生活をイメージし、沼袋の
将来像や目標を考えます。

実際に沼袋の写真や模型で、様々なパターンを検討し駅や駅周辺空
間の整備のイメージやまちとのつながりを共有していきます。
他にも、小学生とのワークショップを考えています。

上半期の成果を模型やパネルで紹介し、幅広い住民のみなさんに伝
えたいと考えています。

貼り絵ゲーム・子どもとのWS・模型での検討

～これからの活動～

今までの沼袋

将来の沼袋

10月 丸山塚祭り
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　沼袋駅周辺まちづくり勉強会は、西武新宿

線踏切対策に伴う鉄道の立体交差化に合わせ、

地域に根ざした沼袋周辺の沿線まちづくりの

検討を目的に、2004 年 1、2、3 月の準備会を

経て、2004 年 4 月に立ち上げられたものです。

　住民で話し合うだけでなく、中野区役所や

早稲田大学などのサポートを受けながら、月

に一度のペースで勉強会を開いています。

　沼袋のまちに合った景観や生活像などを考

える事を目標に、生活に身近な視点からまち

を見直すことから活動を始めています。これ

からも、多様な立場や世代の意見を知り、話

し合い、共に将来の沼袋について考えていき

たいと考えています。

　これからも、多くの人に愛される沼袋のま

ち、駅について考えていきますので、応援よ

ろしくお願いします。

沼袋勉強会代表　小林交成
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昔は、松竹系の映画館
だった。

ん。昔からある私設郵便局

昔は銭湯だった。今は
有名人も来る料亭。

昔からの長屋。

消防車が入り込めない
ゾーン

野方小学校の分校とし
て出来た。

密集地が近いため交通
量が多い。危ない。

通称『第2踏切』
危ない。

おいしいそばや。

露

長い住民活動によ
出来た南口。朝夕
ッシュ時に特に便

川
4

方向が分からなくなる。
その時は電車の音で判
断する。

橋が少ない上に、狭い。
災害時に不安。

子供のにぎやかな声が
する。

4

5

6
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■2004年 4月 28日（水）19：00～ 21：00　沼袋地域センター　　

目的：沼袋の今と将来について改めて考え、他の参加者の意見を聞くことで、沼袋の魅力
　　   と課題を再発見・再認識し、沼袋への思いを共有します。

こんな議論がされました
　・これからの勉強会の進め方。
　・まちづくりへの個人の関わり方。

など。。。

お名前

　年

丁目

沼袋メンバーカード

(所属：　　　　　　　)
町内会、商店会、住区など

（例：沼袋□丁目○○番△号）

さん

電話番号・メールアドレス

ご住所 (マンション)

－ －

－ －

（ご自宅）

（携帯）

（メールアドレス） ＠

番 号

所属団体のHPアドレス
(あるなら記入して下さい)

（　　　歳）伊藤 武夫

町だと思う
例：映画館のある大きな商業ビルが隣接した駅
　　大きなバス停留所のある駅

例：閑静な住宅のあるまち、歩行者優先のまち
　　地元商店街が賑わうまち
　　

私は沼袋にこんな駅が欲しい！私は沼袋をこんなまちにしたい！
が賑わうまち、

い沼袋のちょっといい場所は？

道は？（地図上に記入して下さい）
・ めスポットは？（地図上に記入・右に記入して下さい）

写
真

メンバーカード

沼袋居住歴

私は今の沼袋をこんな
例：緑の多いまち、地元商店
ゴミゴミしたまち

STEP 1

　『メンバーカード』に、「私は今の沼
袋をこんな町だと思う」「私は沼袋を
こんなまちにしたい！」「沼袋のお薦
めスポット」などを参加者それぞれが
記入しました。

成果品の例

私は今の沼袋を
　　こんな町だと思う

私は沼袋を
こんなまちにしたい！

私は沼袋に
こんな駅が欲しい！

目的：普段生活しているまちを改めて歩くことで、普段気づかなかったまちの表情を発見
　　　します。 その発見を大きな地図に皆で書き込み多様な視点からまちを再発見します。

成果品の例

私は今の沼袋をこんな町だと思う
例：映画館のある大きな商業ビルが隣接した駅
　　大きなバス停留所のある駅

例：閑静な住宅のあるまち、歩行者優先のまち
　　地元商店街が賑わうまち
　　

私は沼袋にこんな駅が欲しい！私は沼袋をこんなまちにしたい！
例：緑の多いまち、地元商店街が賑わうまち、
　　ゴミゴミしたまち

地元の人も以外と知らない沼袋のちょっといい場所は？

・私の駅からの帰り道は？（地図上に記入して下さい）
・私だけの沼袋お薦めスポットは？（地図上に記入・右に記入して下さい） 百観音

子供から高齢者、そして
障害のある人に便利でや
さしく利用できる駅。
地域の中心として十分な
機能をそなえた駅（交流、
利便性、文化、情報発信他）

人にやさしいまち
人が住み続けたくなるま
ち
（生きがい、いやし、安
全・安心）

都心に近く利便性がある。
近くに公園や神社仏閣な
どの歴史資源が豊富であ
る。
下町と山の手が混在した
まち

STEP 1

　３つのグループに分かれて、それぞ
れにテーマをもったコースを、まちの
人の話を聞きながら、そしてまちを観
察し気になる場所の写真を撮りながら
歩きました。

STEP 2

　グループ毎に床に敷かれた大きな地
図に乗って話しをしながら、その地図
の上に、撮った写真を貼ったり、まち
を歩いて発見したこと・思い出したこ
と等を書き込みました。

STEP 3

　グループの代表者が、皆の前で議論
のまとめを発表しました。

STEP 2

　STEP1 で記入した『メンバーカード』
を順番に発表しました。

STEP 3

　1/100 の沼袋駅周辺の模型を見なが
ら議論しました。まちの魅力や課題、
こんな駅になったら、などを話し合い
ました。

メンバーカードの記入と発表

■2004年 5月 30日（日）13：00～ 16：00　沼袋地域センター　　 まちあるき・ガリバーマップ

こんな意見が出ました
　・神社を結んでいた五叉路。
　・迷った時は電車の音で場所を確認。
　・昔は晴れた日に富士山が見えた。
　・バスが通るには狭い駅前商店街。
　・朝は特に開かない開かずの踏切。
　・駅北側を流れていたどぶ川。
　・百観音の方から聞こえる鶯の声。
　・以前料亭や寮、屋敷があった所に
　　ミニ戸建て住宅が建ち並ぶ。

　など。。。



03 目的：将来（立体交差事業後）の沼袋における生活をイメージし、沼袋の将来像や目標を
　　　考えます。

STEP 4

　グループ毎に一人ずつシートを発表
し、議論を行いました。
最後にグループの代表者が、皆の前で
議論のまとめを発表しました。

STEP 3

　旗をさした場所まで行く、または友
達が沼袋まで来る交通手段のシールを選
び、シートに貼りました。『目標イメー
ジカード』の中から沼袋の目標を選び、
シートに貼りました。

STEP 1

　生活の一場面の書かれた『生活シーン
カード』の中から、立体交差事業後の沼
袋で「行いたい生活」と「友達が遊びに
来た時にして欲しい生活」を選び、また
は書き足してシートに貼りました。

STEP 2

　航空写真上の、選んだカードに書か
れた生活を行いたい、または行って欲
しい場所に、カードと同じ内容の書か
れた旗をさしました。さらにシート上
にも、その場所を書き込みました。

成果品の例

■2004年 6月 23日（水）19：00～ 21：00　沼袋地域センター　　 将来の沼袋を考えよう

コラム・歴史地図から沼袋をみる　第１回
　　早稲田大学　津久井誠人

～２０年前の沼袋～
　２００４年６月１１日の日本経済新聞の記事に、こんな見出しがあります。「西武線など
２０区間立体化」「都、２０２５年度までに」。これは、東京都が地元区市町や鉄道事業者と
一体となって２０２５年度までに踏切対策を検討・実施していくという基本方針をまとめた
というものです。
　例えば、２０２５年度には立体化の事業が行われるとしたら、沼袋のまちはどのように変
化しているでしょうか？２０年という期間を考えるにあたり、今現在と２０年前にあたる昭
和５８年とではどのようなことが変化したかを比べてみました。
　まず、２０年前と現在では、建物の密度はほぼ変わっていません。沼袋の道などの基本的な
骨格はすでにできており、大きな変更はありません。しかし、駅近くに大きな変化が１つあり
ました。「中野刑務所」が「平和の森公園」＋「処理場」＋「マンション」に変わったことです。
また、他地区でも細かく見れば、大きな屋敷がいくつかに分棟された建物に建て変わったりと、
新規開発ではなく、大小含めた用途変更などによって、この２０年間は進んできました。
　今回、行われる西武線の立体化を想定した時には、大きな敷地が生まれます。線路跡地で
す。これらは東西方向にとても長く伸びており、これらの利用・開発の状況によっては沼袋
のまちにこれまで２０年よりも大きな変化が起こることが予想されます。大きな敷地ができ
るために大きな変化が生まれるということだけではなく、東西にとても長い敷地ができるた
め、人の動き方にも変化が生まれます。
　まちづくり勉強会に参加していると住民の方が平和の森公園を憩いの場として認識してい
ることをとても感じます。公園ができてから２０年ちょっとが経過し、今では、沼袋を代表
する場所となりつつあるのではないかと感じます。これから２０年後に線路跡地を活用し、
なにかを創造し。これがさらに２０年後には沼袋の象徴ともなれる場所になれていたらと思
います。鬼もあきれるくらいの遠い将来の話かも知れませんが、そこへ向けて今から１年１
年やっていけたらと思います。　（次回につづく）

妙正寺川妙正寺川

沼袋駅沼袋駅

中野刑務所中野刑務所

旧中野刑務所旧中野刑務所

中野刑務所職員寮中野刑務所職員寮

区立
平和の森公園
区立
平和の森公園

沼袋駅沼袋駅

中野処理場水処理施設
（工事中）
中野処理場水処理施設
（工事中）

法務省中野新井住宅法務省中野新井住宅

関東財務局中野新井住宅関東財務局中野新井住宅

妙正寺川妙正寺川

図１：昭和５８年地図

図２：平成 15年地図

こんな意見が出ました
　・寺社仏閣を巡るルート。他地区の
　　人にも遊びに来て欲しい。
　・妙正寺川に蛍を復活させたい。

　など。。。



コラム・他地区の事例紹介　第１回
　　早稲田大学　柳川友和

～神奈川県大和市大和駅周辺～地下化連続立体交差事業による遊歩道の整備～
　大和駅は小田急江ノ島線と相模鉄道本線（相鉄線）が交わる、神奈川県大和市の中心駅です。
大和駅周辺では、長年、踏切による渋滞や鉄道による市街地の分断などの問題に悩まされていました。そこで、これらの
問題を解決するため、それまで地上を走っていた相鉄線を地下へ移す「地下化連続立体交差事業」を行い、あわせて、駅
前広場の再整備、線路跡地の整備も行いました。
これにより、踏切による渋滞や鉄道による市街地の分断などの問題が解消しただけでなく、それまでの線路跡地が主に遊
歩道として整備され、人々の憩いの場となっています。また、一部には広場空間も設けられ、周辺商店街が合同してお祭り、
骨董市、大道芸などのイベントを開催し賑わいを見せています。
これらの取り組みは商店街にも好影響をもたらし、神奈川県の商店街活性化の成功事例として取り上げられています。
神奈川県大和市は、連続立体交差事業による跡地整備が既に完成している、全国的にも珍しい例で、他の事業予定地も視
察に訪れています。

～東京都調布市調布駅周辺～住民参加の検討会による跡地利用の提案～
　京王電鉄調布駅は、京王線と相模原線が分岐する、東京都調布市の中心駅です。
調布駅は京王線と相模原線が分岐するため、踏み切りによる遮断時間が長く、周辺交通にも大きな影響が出ていました。
また、京王線と相模原線が平面で分岐しているためダイヤの面においても大きなネックとなっていました。
そこで、これらの問題をあわせて解決するため、調布駅周辺の連続立体交差事業が計画されました。当初は 2層高架での
建設が予定されていましたが、後に 2層地下式に変更されています。今年、正式に事業着手が認められ、事業が現実に動
き出しました。
調布市においては、事業着手決定後、市民、商工会、青年会議所、若手商人塾、NPOからなる「跡地利用検討会」が活発に開かれ、
何回にもわたる討議の結果、「緑、賑わい交流」をコンセプトとする「線路跡地利用プラン案」をまとめました。
着手されたばかりでまだ、実際の構造物はまったく建設されていませんが、住民参加で一歩先を行く事例として、また、
同時に地下化される駅のうち柴崎駅及び国領駅は沼袋と規模が似ており、今後、沼袋において検討を行う際にも参考とな
る点が多いのではないかと思われます。

Data：
区間　瀬谷～大和～相模大塚　約 1km
構想　昭和 41年（藤沢街道の踏切問題
　　　解消が目的。当初は高架化を予定）
　　　昭和 56年地下化都市計画決定
着工　昭和 60年
完成　線路地下化平成 5年 8月、
　　　遊歩道整備平成 6年 3月

事業前 事業完成後

事業前 事業完成後骨董市の賑わい

Data： 
区間　柴崎～国領～布田～調布～西調布、調布～京王多摩川　計　3.6km
構想　昭和 44年（当初は高架で都市計画決定、昭和５０年～平成１０年事業凍結）
　　　平成 10年新規着工準備採択、平成 14年地下化都市計画決定
事業認可・着工　平成 15年３月
完成予定　平成 24年度頃

※ 1

※ 1※ 2

※ 1　大和市役所提供　　　※ 2　やまとプロムナード 古民具骨董市 (http://www.yamato-kottouichi.jp/) より
事業前


